






































当社は、1998年に「2010年までに毎年200台ず

つ、合わせて2,400台の低公害車を導入する」とい

う計画を発表しました。しかしその後、大都市地域

の大気汚染防止対策に積極的に対応していくには

そのペースでは不十分との判断のもとに導入を加

速し、2003年9月策定の「地球温暖化防止目標」で

は、「2012年度までに20,000台の低公害車導入」

を掲げました。

2003年度は、663台の計画に対して690台の低

公害車を導入しました。累計3,451台となり、1企





当社がハイブリッド車の開発に取り組んだ要因

は大きく2つあります。

1つは、地球温暖化問題に、より積極的に対応し

ていくため、2つ目は、目標を常に上回る速度です

すめている低公害車導入の拡大によって、
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